
人権に関する県民意識調査

報告書

【概要版】

令和７年２月
徳島県

＜調査の概要＞
1 調査の設計
(1) 調査地域 徳島県全域
(2) 調査対象 各市町村の選挙人名簿から1,500人を無作為抽出
(3) 調査期間 令和６年７月５日（金）～令和６年７月３１日（水）
(4) 調査方法 郵送法・無記名式

２ 回収状況
(1) 調査票配布数 1,500人
(2) 有効回収数(有効回収率） 546件（36.4％）



【今の日本は人権尊重社会と思うか】
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【関心のある人権問題】（上位１０項目）
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Ⅰ 人権全般について



Ⅱ 個別の人権問題に関する意識について

【女性の人権問題】 （上位５項目）
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【子どもの人権問題】 （上位５項目）
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【高齢者の人権問題】 （上位５項目）
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【障がい者の人権問題】 （上位５項目）

41.2%

38.7%

36.5%

35.8%

27.9%

0% 20% 40% 60%

じろじろ見られたり、避けられたりすること

就職・職場で不利な扱いを受けること

職場、学校などで嫌がらせや
いじめを受けること

差別的な言動をされること

交際や結婚を反対されること

【インターネットと人権】（上位５項目）
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【同和問題】 （上位５項目）
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徳島県 生活環境部 男女参画・人権課

電話：088-621-2187  FAX：088-621-2844

Ⅲ 人権問題解決のための方策について

【災害時の人権問題】 （上位５項目）
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女性、性的マイノリティ等に対し、
十分な配慮が行き届かないこと

【犯罪被害者と家族の人権問題】 （上位５項目）
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【性的マイノリティの人権問題】 （上位５項目）
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【効果的な啓発広報活動】 （上位５項目）
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【人権問題の解決に必要なこと】 （上位５項目）
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【職場の人権問題】 （上位５項目）
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